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11 日 (月 ) 14:00～ 17:00

13日 (13)13:00～ 15:00

13:00-15:00

15:00～ 17:00

20日 (水)13:00～ 16:30

27日 (水)16:00～ 17:00

29 日 (`鉦 )

2日 (火)15:00～ 17:00

8 日 (月 ) 14:00～ 16:30

10日 (ブ()15:00～ 17:00

15 日 (月 ) 12:30～ 14:00

17日 (水)14:00～ 16:30

11月 理学部会合日誌

理学系研究科委員会

主任会議

教務委員会

人事委員会

教授会

主任会議

国立大学理学部長会議

教務委員会

理学系研究科委員会

主任会議

理職との会見

教授会

10月理学部会合日誌
5.理学系への代表委員選出

小平学部長が選出された。

6.学内状況等報告

○教養学部のス トライキ

○農学部キャンパスの状況

7.教務委員会報告

飯田委員長から“東京大学理学部規則の特例措置
″

および “理学部学士入学および転学部転学科に関す

る内規"のそれぞれの案についての報告があった。

また,理学部便覧の訂正についての意見が述べら

れた。

8.会計委員会報告

下郡山委員から 10月 28日 の会計委員会につい

て報告があり,一般研究Aの審議の結果が述べられ

た。 (別項参照)。

9,人事委員会報告 (今井委員長)

10。 次回教授会開催日 12月 22日 (水 )

11.その他                 ,

幹事会

大木,木下,寺山,佐 木々 (亘),黒 田(晴),藤 田教授

学生委員

宮沢弘教授,露木,藤井 (隆),永 田助教授

小平先生の横顔

小平邦彦先生は, 昭和 13年 3月 東大の理学部数学

科を卒業され,引続き物理学科に学士入学されました。

これは当時 Hermann Weylが 物理学と数学を見事に統

11 月

教 授 会 メ モ

17日 (水)定例教授会 於 4号館物理会議室

前回議事承認

人事異動等報告 外国人研究員報告

研究生の期間延長について

旧学部長よりの報告

久保前学部長から建築委員会の長期計画特別委員

会 (7月 頃から作業開始)における理学部関係建物

に関係したマスタープランに関する報告があり,質

疑応答があった。また,生物化学教室の経過と現状

についての報告があった。

1.

2.

3.

4.



合してみせたのに感銘をうけてのことと伺っており。物

理学科を卒業された後,同教室講師,東京文理大助教授

を経て,昭和 19年東大助教授になられ,五年後渡米さ

れるまで物理学教室に所属しておられました。この間,

先生は既に二つの重要は御研究をされています。(以下数

学の用語を多小使わざるを得ませんが,数学以外の方に

は多分読みづらく,ま た学者からは表現が不正確だとお

叱 りをうけそうですが,そ の点御寛容をお願いします。)

まず一つは,調和積分論といわれるもので,副題 (一般

化されたポテンシャル論)の示すごとく, H.Weylの
有名な著書「 リーマン面の理念」で扱われた リーマン面

上のポテンシャル論を,高次元の リーマン多様体に拡張

したものであります。他は,三階常微分作用素の固有値

問題に関する Weyl‐Stoneの展開定理で残されていた

基本的問題を解決されたもので,Titchmarsh―小平の定

理とよばれています。この時期は丁度戦時中から戦後に

かけて,欧米との文化的交流がとだえてぃた時ですが,

欧米 におい て も前者 は, G.de Rham,W.HOdge,
A.well等一流の数学者によって独立に研究されてお

り,後者も E.C.Titchmarshに より独立に扱われてい

たのです。これはまた,小平先生の研究の重要性を裏書

きするものといえましょう。

さて戦後小平先生の良き理解者 となられた H.Weyl
教授の招きで, 昭和 24年アメリカの Princeton高等

研究所に行かれました。以後今日に至るまでの先生の御

研究は, 一口にいえば,「超越的方法による代数多様体

および複素解析的多様体の研究」であり, とくに渡米後

4,5年間の主テーマは「調和積分論とその代数幾何学ヘ

の応用Jで したが,それを実に精力的に推し進められま

した。まず初めに先に述べた調和積分論を応用して,高
次元代数多様体上の Riemal■n‐Rochの 定理の研究に先

鞭をつけられました。次に,当時 H.Cartan等 によっ

て展開された層とコホモロジーの理論をとり入れて調和

積分論と融合させ,特に「小平の消滅定理」とよばれる

応用上極めて重要な定理を証明されました。つづぃて,

射影空間にうめこめる代数多様体を (あ る種の Kahler

tnetricの存在によって)特徴づけ ることに成功され

ました。 これ らの業績により,1954年 (昭和 29年 )

Amsterdamで 開かれた国際数学者会議において「Fields

賞」を授与されました。 これは数学の Nobel賞 ともい

われ, 4年に一度開催される国際数学者会議で,若い傑

出した数学者二人 (最近は四人)におくられ るもので

す。授与式で H.Weylは小平先生 (と もう一人の受賞

者 J.Po Serre)の 業績を説明した後,結びの一節で「あ

なたの仕事は,私が若い時試みたことと少なからぬ関連

がありますが,あなたは私の夢想もしなかった高みに至1

達されました」と賞讃の言葉を贈っています。

これより後の先生のお仕事も沢山あって一々挙げるこ

とはできませんが,特に有名なものは,「複素解析構造

の変形の理論」および「コンパクト復素解析曲面の理論」

の二つです。前者は D.C.Spencer(現在 Princeton大

教授)と の協同研究になるもので,高次元の複素多様体

の変形に関する最初の一般的,系統的な理論です。後者

は,CaSteinuovo,Enriques等 イタリア学派による代数

曲面論一一それは今亜紀の代数幾何学の発展を促した大

きな原動力でしたが一―を吸収し完成させた重要にして

美 しい理論です。

さて,先生は上記のような独自な研究をされるかたわ

ら,Princeton高等研究所をはじめとして,Princeton,

Harvard,」ohns HOpkins,Stanford諸 大学で教鞭を

とられました。私 (“横顔"の筆者)も 昭和 39年から

」OhnS IOpkins大学に留学して, 先生の講義を親 しく

職講する機会を得ました。「曲面論」の講義で, 週二回

ずつ一年間にわたるものでしたが,実に明晰で面白く,

こういう講義もあるのかと大変感銘をうけました。しか

し初め十数名いた職講者が年度末には僅か 4人になって

しまったのにはとても残念でこれが東大なら教室一杯の

学生がいるだろうにと思ったりしたものです。所がその

2,3年後に 日本の数学界の強い要望にこたえて帰国さ

れ東大で教えられることになりました。先生の在米中,

その下で学位 (Ph.D)を得た人は 4,5人で比較的少

数ですが,直接間接に教えを受けた人は非常に多く,そ
の中には広中,Baily,Hirzebruch,Atiyah,Mumford

Gririths等現在第一線で活躍している人の名を挙げる

ことができます。先生が帰国された際には, 日米数学界

の双方から,記念と感謝の意をこめて,論文集「Global

AnalttisJ(東大―Princeton大出版会)が捧げられまし

たが,上記の人の他,多 くの数学者が寄稿 しています。

ついでながら,先生のこうした在米中の御努力は, 日本

人数学者に力強い日標を与え,その国際的地位を著るし

く向上させました。私も留学期間中,先生をはじめとす

る諸先輩によって切 り開かれた道を歩む恩恵をしばしば

感じさせられました。

さて先生は昭和年に永い滞米生活を終えて帰国され,

再び東大に戻られました。その後も,一般型の代数山面

や,K曲面に関するものなど幾つかの深い御研究があり

ますが,既に耳慣れない言葉の連続で読者の注意をかな

り疲れさせたことと思いますから,詳 しいことは省かせ

て頂きます。教育者としての先生は,学部,大学院で講

義やセ ミナーを担当され,接する学生達から敬愛されて
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います。更に学生,研究者達の参加する「解析多様体セ

ミナー」を主宰されていますが,こ こからは既に多 くの

若い優秀な数学者が輩出しています。この他,学内では

大学院の数学課程主任や 大学院協議会委員等を務めら

れ,ま た学外では, 日本学士院会員, 日本数学会理事等

をされています。 話が前後しますが, Fields賞 受賞以

後,わが国においても, 昭和 32年 5月 に日本学生院

賞を,同年 11月 には文化勲章を受賞され同時に文化功

労者となられました。更に昭和 40年, 日本学士院会員

に選出されたr/Dですが, 現在でも最年少会員だそ うで

す。

最後に,先生のお人柄と御家庭に簡単にふれて,こ の

稿を終えたいと思います。先生の落着いた暖いお人柄

は,接する者にいつも尊敬の念と同時に親しみをよびお

こします。先生は,数学の他,物理,天文,生物等にも

深い関心をもっておられ, よく最近の学説や新発見につ

いて話題にされます。それから音楽にも御造詣が深 く,

時々ピアノを楽しまれます。御家族は,奥様とお嬢様

で, とても暖い雰囲気をもった御家庭です。特に 18年

におよぶ滞米生活を通じて先生の研究活動を支えてこら

れたセイ夫人は,更に良き協力者として,新学部長小平

先生を助けて下さることでしよう。   (塩 |ヨ徹治)

教官人事移動 餘退。体職)

氏   名  所属   発令事項

正 田 篤 五 良β 鉱 物  教授に昇任

高 倉 達 雄 天 文  教授:天文台
より理学部に
配置換

野 崎

天 埜

学部長 (代理)と理職代表との

会見について

上記の定例会見が,11月 15日 12時 30分 より理学

部会議室において開かれ時半頃終了した。理職側の出席

者は金子委員長, 福谷副委員長, 浅見書記長を含め約

20名 であり, 発言は三役, 各問題担当者のほか出席者

が随時行なった。一方,理学部当局側の出席者は 5名で

あったが,学部長の代理として出席した大木教授が主と

して発言し,時に応 じ吉野事務長がこれを補足した。

冒頭,大木教授から当会見に関しては学部長に委任さ

れて代理をするものであるとの説明があり,代理の意味

などについての質疑がなされて後,議事に入った。

金子委員長から提出された主要な議題は,定員削減に

関する件,宿・ 日直に関する件,生化人事に関する件,

保育所に関する件の件である。

1 定員削減

第 2次定員削減に関し,理職側は,イ )進行状況を質

し, 口)削減を防ぐ意味で空定員を早急にうめよ,ま た

その際,臨時職員からの採用,古い臨時職員の優先を原

則とせよと主張した。さらに,ハ)今回の削減に対する

理学部としての対応策を尋ね,学部長あるいは学部教授

会としての反対の意志表示について要望を行なった。

これに対 し,学部当局側は,イ )′ 東大には害1当 が来てい

るが学部には未だ来ていない, 口)′ 今までも空定員はう

めるように努力をしている。理学部はもともと臨時職員

の定員化の努力をしているが,公務員試験の合格者を採

用することが建前であるから,臨時職員の中で公務員試

験に合格したものは優先して採用することにしたいと述

べた。さらに,ハ )′ 削減に対する反対を学部としに,総

養
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館
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よ
配
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榊

「
『
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一
輛

換

助
よ
配

助

助
よ
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助
り
置

研
　
　
理

質
　
　
理

報情
　
　
物

地
　
　
物

弘
　
　
敏

頴
　
　
義

昭
　
　
正

泰
　
　
尭

森

崎

井

岩

発令年 月 日

46.10.16

46.10.16

46.11. 1

46.11.16

46.12. 2

47. 4. 1

昭和47年度科学研究費一般研究

A調書一覧表

董爺萬1  研 究 題  目  1教  室
1研

究担当者

″
　

物生

物

　

学

″
　

学

核磁性と光による還移金
属化合物の電子構造の研
究

安定領域から遠く離れた
原子核のγ線分光学

極高エネルギーμ中間子
束の研究

パルス核磁気共鳴法によ
る生体高分子の動的構造
の研究

細菌べん毛の遺伝学的研
究

斃量i管晉藻議案鷲鷺雰
機構の解明

メスバウアー分光法によ
る無機化学的研究

生物光化学反応系の構造
化学

蛋白質の高次構造に関す
る研究

物化学

飯田修二

中井浩二

小柴昌俊

和田昭允

飯野徹雄

田丸謙二

斎藤信房

宮沢辰雄

野田春彦
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長を通ずる線以外に実効をもって行なうことは機構上困

難であると考える。しかし,削減は理学部としても極め

て苦痛であることは事実である。また,当面の切抜け策

として,大学院事務や大型装置に対する定員要求などの

定員増を概算要求の形で特に強力に行なっていると述べ

′こ。

上記の理学部当局側の回答に対し,理職側は原則に照

らし,ま た,第次定員削減に際しての他省の切抜け方な

どを引合いに出して,反対に向けての一層の努力を要求

した。

Ⅱ 宿 0日 直問題

理職側は,イ )年末 。年始の宿 。日直は実状から考え

てやらなくてよいのではないか,口 )宿 。日直手当が安

すぎるのは困る,ハ )宿直の際の “弁当代
″に関し前理

学部長から支給できないとの回答があったが,他学部の

事側に照らし,検討経過を明らかにして欲しい旨の主張

があった。

これに対し理学部当局側は,イ )′ 現在年末年始の宿・

日直をやっているのは 1号館だけであるが,研究者の協

専 門 課 程 名

力があれば,こ れを止めることも充分考えられる。 1号

館運営委員長を含めた関係方面と相談して結論を出した

いと述べ, 口)に対しては事情を説明し,ハ )に対 して

は後日連絡することを約した。なお,宿 。日直に関し,

理職倶1か ら,報酬の不満などから廃上を希望するのが大

勢であるものの,例外的な場合もあり,やめてしまうと

ぃうだけでは困るとの意見が出された。また,宿・ 日直

の任務・責任を明らかにして欲しいとの要望も出された

Ⅲ 生化人事の件

理職側から現状についての質問および早期解決の要望

が出され,応えて理学部当局側の説明がなされた。

Ⅳ 保育所の問題

現状についての説明および,関連して理職員の利益が

害なわれないよう配慮して欲しいとの要望が理職側から

なされた。

V 理職側は次回以降の会見に学部長が出席すること

を要求した。当局側は学部長に要望を伝えることを約し

た 。 (藤田宏記)

研 究 期 間

Research Ass't, Archives of Folk+Primi-
tive Music, Indiana University.

昭・ 46.11.1～

47. 5.31

4?修
キ,31数     学

賀修キゞ 1化

 学
4?修
学,11生

物化学
46.10.11‐ 彙り晏裂藝薯

本 浩 子

菊 池 祥 之
|

東 中 川  徹

杉 田

者与

一一文

授位

一埒

学士博学理

一
一
喬

彰

野

村

谷

奥

小

層臀錦畠贄轟雰尋甚忙
=摂
埼における

ナビエ・ストークス方程式

アゾ化合物の反応

ネズミ肝核小体のリボゾ lム 前駆体粒子

蒸着多結晶磁性薄膜の Rotatable Anisotropy

陽子線型加速器の位相運動に対する空間電荷効果

ハログン化第二銅によるオレフィニのハロゲン化
46.10.11

46.10.111

同

同

理学部ところどころ

古い文書から No.6

今回は明治時代の職員表やら議事録などをさがし出し

てみた。大学の名称がそのときによりまちまちなのは,

明治 10年に東京大学,明治 19年に帝国大学,明治 30

年には東京帝国大学と改称さされたためである。また昭

和 22年には 70年ぶりで往年の東京大学に戻って現在

に至っている。

生
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教
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植

画

東京大学理学部職員表

明治 14年 12月現在

人  員

兼  1
6

12

1

1

1

1

3

1

6

33

小石川植物園物品表

自明治 13・ 9 至明治 14.8

化  学  吉 田

地 質 学  菊 池

植 物 学  大久保

化  学  塀 和

手

植 物 学  松 村 任 三

動 物 学  石 川 千 代 松

師

物 理 学  村 岡 範 為 馳

化 学 久 原 窮 弦

生 物 学  松 原 新 之 助

第六

第七

管理に属する実験所

第一

第二

第三

第四

学生生徒

天  象  台

地震学実験所

植  物  園

臨 海 実 験 所

数  学  科

星  学  科

物 理 学 科

化  学  科

植 物 学 科

動物,植物学科

地 質 学 科

選    科

計

上記のうち特待生

(物 理)

(化 学)

(動 植)

(地 質)

明治 45年 4月 19日東京帝国大学理科大学

教授会議事録 (抄)領 文はかたかな)
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